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ふ
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し
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機
能
紙

「
墾

」
が
、
ク
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時

代
の
素
材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

使
用
し
た
し
っ

く
い

は
料
ま
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此
さ
れ
、

抗
ウ
イ
ル
ス
商
品
と

し
て
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
関

連
商
品
を
増
や
し
攻
勢
を
掛
け
る
。

鬩
係
者
は

「
環

境
に
配
慮

し
た
製
品
と
し
て
、

市
場
が
求
　
て
い
る
。

世
界
に
打

っ
て
出

た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い

る
。
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大
輔
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つ
霊
」
は

内
　

し
っ

く
い
塗
料

便
っ

た
和
紙
壁
紙

を
作
ろ
う
と
３
年
前
に
開
発
に

手
。

小
畑
製
紙
一
ｒ

（
越

前
市
）
、

清
水
紙
エ

（
同
）
、

笹
尾
印
刷

所
（
鯖
江
市
）

、
関
西
ペ

イ
ン

ト
（
大
阪
市
）

、
福
井
工
大
、

二
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
福
邦

銀
行
に
よ
る
産
官
学
金
の
連
携

”
と
し
て
、
県

に
採
択
さ
れ
た
。

参
加
企
業
は
、

し
っ

く
い

料
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
の

和
紙
作
け
と
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
の

方
法
、
印
刷
技
術
の
開
発
な
ど

に
取
り
組
み
、

２
０
１
８
年
に

壁
紙
を
完
成
さ
せ
た
。
そ

の
後
、

－
業

印
刷

に
使

う
用

紙
も
開

。
フ
ァ
イ
ル
や
マ
ス
ク
ケ
ー

ス
、

ス
テ
ッ
カ
ー
、

ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
な
ど
を
展
開
。

サ
ッ
カ
ー

北
信
越
リ
ー
ダ
ー
齢
の
福
井
ユ

ナ
イ
テ
ッ

ド
Ｆ
Ｃ
の
グ
ッ

ズ
も

、
乍
　
た
。

今
年
に
入
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ

ノ
ル
ス
の
影
響
で
販
亮
取
引
か

思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
中
、
流

れ
を
変
え
た
の
が
、

塗
料
を
開

七
こ
。
　

ペ
イ
ン
ト
の
研
究

だ
っ
た
。

長
崎
大
と
共
同
で
行

つ
た

寤
で
。
塗
料
に
ウ
イ
ル

ス
を
也
ん
Ｊ
　

体
を
触
れ
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
約
５
分
で
９９
・
９

％
以
上
が
不
活
化
す
る
こ
と
を

確
。
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）

が
認
め
ら
れ
た
と
し
た
。

こ
の
研
究
を
受
け
「
銀
雪
」

の
問
い
合
わ
せ
や
注
文
が
相
次

ぎ
、

販
路
も
広
が
り
始
め
た
。

小
畑
製
紙
所
の
小
畑
明
弘
社
長

は
「

（
当

初
か
ら
抗
ウ
イ
ル
ス

効
果
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た

が
）

よ
う
や
く

コ
ロ

ナ
へ

の
効

果
が
証
明
さ
れ
た
。

３
佐

に
取

り
組
ん
で
き
た
事
業
を
飛
躍
さ

せ
た
い
」

と
期
待
を
膨
ら
ま
せ

る
。

笹
尾
印
刷
所
の
笹
尾
昌
窃

締
役
は
「
消
臭
と
調
湿
は
、

し
っ

く
い
と
和
紙
の
ダ
ブ
ル
効

果
が
期
待
で
き
る
。

医
療
機
卩

の
壁

紙
に
提
案
す
る
な
ど
、
新

た
な
分
野
に
も
踏
み
込
み
た

い
」

と
意
欲
を
新
た
に
し
て
い

た
。
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」

の
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合
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せ
は
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